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猛
暑
の
続
い
た
八
月
十
六
・
十
七
の

両
日
、
町
主
催
の
少
年
野
球
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
町
内
小
学
校
の
七
チ
r

ム
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
試
合
を
進

め
た
結
果
、
こ
と
し
も
上
野
小
の
チ
ー

ム
が
ぐ
ん
を
ぬ
き
、
三
年
連
続
優
勝
を

お
さ
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
で
上
野
小
の
児
玉

幸
一
君
が
、
力
強
く
次
の
よ
う
な
宣
誓

墜
見
物
客
磁
感
動
さ
耐
て
い
ま
籠
（
罐
腿
輩

　
　
せ
ん
せ
い
　
　
　
救
　
　
　
　
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
中
池
山
自
昌
庭
許
一
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わ
た
し
た
ち
は
、
日
ご
ろ
き
た
え
た

わ
ざ
と
力
を
＋
分
に
発
き
し
ど
の
大
休

会
を
通
じ
て
、
川
西
町
少
年
の
親
善
が
の

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
最
後
ま
で
正
々
堂
月

々
と
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
．
9
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少
年
野
球

上
野
小
が
再
び
優
勝
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総
合
開
発
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
大
詰
め

専
門
部
会
で
細
部
を
検
討

　
川
西
町
の
五
年
先
、
十
年
先
の
青
写

真
を
描
く
総
合
開
発
計
画
審
議
会
は
、

十
月
の
答
申
を
目
標
に
目
下
計
画
樹
立

の
作
業
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
合
開
発
計
画
の
第
一
次
五
か
年
計

画
は
、
数
多
い
実
績
を
残
し
て
四
十
八

年
度
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
計
画
的
な

行
財
政
の
運
営
を
は
か
り
、
住
み
良
い

豊
か
な
町
建
設
を
め
ざ
し
て
、
四
十
九

年
か
ら
引
続
い
て
第
二
次
の
五
か
年
計

画
の
策
定
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
特
に
専
門
的
立
場
に

立
づ
て
の
研
究
が
必
要
な
た
め
、
総
合

麟
磁

細
部
の
検
討
、
総
合
部
会

産
業
、
建
設
、
文
教
、
厚
生
の
五
つ
の

専
門
部
会
（
各
部
門
十
二
名
の
委
員
）

を
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
先
月
六
日
か

ら
十
二
日
の
あ
い
だ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
を
開
き
、
所
管
事
項
の
審
議
を
し
ま

し
た
。

　
開
発
計
画
は
、
十
年
後
の
町
の
姿
を

想
定
し
て
の
基
本
構
想
、
五
か
年
間
に

予
定
さ
れ
る
事
業
を
集
約
し
た
基
本
計

画
、
さ
ら
に
、
三
年
間
に
実
施
す
べ
き

事
業
を
も
う
ら
し
た
実
施
計
画
の
三
本

を
柱
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
は
、
過
去
数
年
間
の

　
　
　
　
　
町
の
デ
ー
タ
ー
を
土
台
と

　
　
　
　
　
し
、
今
後
の
問
題
点
や
、

…
騰

・’ウ跡・

　
　
　
　
凄

遮灘

開
発
の
可
能
性
な
ど
を
追

求
し
て
策
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各

専
門
部
会
で
は
、
集
約
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
資
料
を
も

と
に
、
き
め
細
か
な
事
業

計
画
、
事
業
実
施
の
緊
急

度
、
さ
ら
に
必
要
な
財
政

の
見
通
し
な
ど
を
具
体
的

に
審
議
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
部
会
で
の
審
議
結
果

は
、
計
画
案
と
し
て
さ
ら

に
審
議
会
（
全
体
会
議
）

で
総
合
調
整
を
は
か
り
、

基
本
構
想
に
つ
い
て
は
議

会
の
承
認
を
得
た
う
え
、

町
長
に
登
申
す
る
手
は
ず

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議会報告一

馬場氏を再び教育委員に
災害救助条例も制定

町
議
会
は
、
先

月
八
日
第
六
回
の

臨
時
会
を
招
集
し

会
期
一
日
を
も
っ

て
七
つ
の
案
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
案

件
は
、
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
を
求

め
る
件
、
条
例
の

制
定
改
正
二
件
、

災
害
復
旧
工
事
の

請
負
契
約
、
町
道

路
線
の
廃
止
の
ほ

か
、
継
続
審
査
中

の
請
願
二
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
任

期
満
了
と
な
る
教

育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
は
、
馬
場
卜

禅
氏
が
再
ぴ
任
命
さ
れ
、
今
後
四
年
間

ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
町
道

中
屋
敷
藤
沢
線
（
藤
沢
地
内
）
で
、
株

式
会
社
吉
楽
土
建
が
三
千
三
百
九
十
万

で
施
工
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
す
で

に
工
事
が
進
行
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
道
路
線
の
廃
止
は
、
三
領
堤
防
線

（
三
領
か
ら
木
落
間
）
七
百
メ
ー
ト
ル

で
、
建
設
省
の
堤
防
工
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
廃
止
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
制
定
改
正
さ
れ
た
条
例
は
、

川
西
町
災
害
救
助
条
例
の
制
定
及
ぴ
、

寒
冷
地
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
継
続
審
査
中
の
請
願
、
町
道

木
落
、
下
平
新
田
線
改
修
に
つ
い
て
は

現
在
実
施
中
の
ほ
場
整
備
と
の
関
連
が

深
く
、
現
時
点
で
結
論
を
出
す
こ
と
は

む
ず
か
し
い
た
め
、
十
二
月
ま
で
審
査

期
限
の
延
長
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
橘
保
育
園
ピ
ア
ノ
設
置
の
請
願
は
、

委
員
長
報
告
の
と
お
り
採
択
と
決
定
し

て
い
ま
す
。

重
度
の
心
障
児
に
特

別
福
祉
手
当
が
発
足

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
新
た
に
特
別
福
祉
手
当
制
度

が
設
け
ら
れ
、
今
月
一
日
か
ら
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
福
祉
手
当
制
度
は
、
重
度
の
心

身
障
害
児
者
を
特
別
に
介
護
す
る
父
母

等
に
対
し
、
特
別
の
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
障
害
児
者
の
福
祉
の
向

上
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

高
福
祉
～

　
な
お
、
特
別
の
介
護
と
は
、
日
常
生

活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
常
に
注
意
と
介
助
を
必
要

と
す
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
二
十
歳
未
満
の
障
害
者
を
お
も

ち
の
方
、
ま
た
は
、
二
十
歳
以
上
の
方

で
一
級
障
害
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

諸
物
価
値
上
げ
各
種

年
金
額
も
ス
ラ
イ
ド

　
諸
物
価
の
値
上
が
り
に
と
も
な
い
、

国
民
年
金
給
付
金
が
今
月
よ
り
十
六
・

｝
パ
ー
セ
ン
ト
増
額
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
な
ら
っ
て
福
祉
年
金
も
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

高
負
担

あ
が
る
保
険
料

●
保
険
料
を
本
算
定

　
国
民
健
康
保
険
料
を
、
今
月
か
ら
本

算
定
し
て
納
入
方
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
率
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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●
上
限
額
を
引
上
げ

　
「
八
万
円
」
を
「
十
二
万
円
」
と
し

ま
し
た
．

●
医
療
費
の
心
配
は
町
が
す
る

　
み
な
さ
ん
の
医
療
費
は
、
町
が
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
心
配
し
て
医
療
機
関
に
支

払
い
し
ま
す
。
そ
れ
は
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
か
ら
で
す
。

●
公
費
負
担
制
度
は
保
険
料
が
上
が
る

　
ま
す
ま
す
増
え
る
公
費
負
担
制
度
は

保
険
料
に
大
き
く
ひ
ぴ
き
ま
す
。

そ
れ
は
今
ま
で
各
人
が
支
払
い
し
て
い

た
も
の
を
、
町
が
か
た
が
わ
り
し
て
負

担
す
る
か
ら
で
す
。

●
国
保
が
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か

　
全
額
が
各
人
の
負
担
と
な
り
、
そ
の

老
齢
福
祉
年
金

　
　
　
　
年
額
　
　
　
九
〇
、
O
O
O
円

障
害
福
祉
年
金

　
　
一
級
　
年
額
　
一
三
五
、
六
〇
〇
円

　
　
二
級
　

〃
　
　
九
〇
、
O
O
O
円

　
母
子
及
ぴ
準
母
子
福
祉
年
金

　
　
　
　
年
額
　
　
一
一
七
、
六
〇
〇
円

老
齢
特
別
給
付
金

　
　
　
　
年
額
　
　
　
六
六
、
O
O
O
円

　
な
お
、
今
回
に
限
り
九
月
分
の
支
払

い
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
の
五
か
月

分
が
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
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＝
『
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
繭
＝
【
二
一
＝
［
＝
＝
一
」

…
競
売
公
告
…

…
　
左
記
に
よ
り
一
般
競
売
入
札
を
…

旧
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

旧
一
、
対
象
物
件
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
旧
赤
岩
小
学
校
舎
（
大
字
岩
瀬
…

…
　
子
一
、
九
一
七
番
地
）
　
　
　
　
…

…
　
木
造
二
階
建
て
、
六
五
〇
㎡
　
…

…
二
、
入
札
期
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
四
十
九
年
九
月
二
十
七
日
～
…

…
　
三
十
日
の
間
の
予
定
　
　
　
　
…

…
三
、
入
札
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
川
西
町
役
場
ま
た
は
現
地
　
　
　
…

旧
四
、
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
入
札
希
望
者
は
、
今
月
二
十
五
…

…
日
ま
で
に
役
場
企
画
室
へ
ご
連
絡
…

…
く
だ
さ
い
。
現
場
説
明
、
入
札
の
…

…
日
時
な
ど
を
決
定
し
だ
い
お
知
ら
…

…
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
…

一
＝
＝
一
二
＝
＝
二
二
＝
＝
二
『
＝
＝
＝
【
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
「

支
払
い
に
借
金
や
、
財
産
処
分
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

●
滞
納
の
な
い
明
る
い
町
に

　
昨
年
同
様
滞
納
の
な
い
明
る
い
川
西

町
と
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
保
険
課
〕
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主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

67
万
こ
え
る
と
課
税

　
最
近
は
女
性
の
勤
労
意
欲
の
高
ま
り

を
反
映
し
て
、
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
主
婦
が
パ
ー
ト

で
働
く
目
的
は
、
レ
ジ
ャ
i
資
金
や
マ

イ
ホ
ー
ム
資
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が

な
か
に
は
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い
を
も
つ

た
め
に
働
く
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す

　
と
こ
ろ
で
、
収
入
の
あ
る
と
こ
ろ
に

／

つ
い
て
ま
わ
る
の
が
税
金
の
問
題
で
す

　
そ
こ
で
、
主
婦
が
パ
ー
ト
で
働
い
た

と
き
の
収
入
と
所
得
税
の
関
係
に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

一
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
六
十

　
三
万
七
千
五
百
円
（
月
平
均
約
五
万

　
三
千
百
円
）
以
下
で
あ
る
と
き
は
、

　
ほ
か
に
所
得
が
な
け
れ
ば
、
夫
の
所

　
得
か
ら
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

二
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
六
十

　
三
万
七
千
五
百
円
を
こ
え
六
十
七
万

　
円
（
月
平
均
五
万
五
千
八
百
円
）
以

　
下
の
と
き
は
、
夫
の
所
得
か
ら
配
偶

　
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
が
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
に
は
所
得

　
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

三
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
六
十

　
七
万
円
を
こ
え
る
と
き
は
、
夫
の
所

　
得
か
ら
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

㎜
　
昭
和
十
九
年
と
い
え
ば
、
第
二
次
大

一
戦
の
最
も
は
な
ば
な
し
い
こ
ろ
、
こ
の

㎜
年
八
月
、
戦
禍
を
の
が
れ
て
大
規
模
な

一
集
団
疎
開
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ご
存

　

一
知
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
よ
う
。

一
　
千
手
の
小
学
校
に
も
当
時
葛
飾
区
立

㎜
小
松
小
学
校
の
児
童
四
年
か
ら
六
年
ま

㎜
で
九
十
一
名
が
疎
開
し
て
来
て
い
ま
し

㎜
た
。
以
来
三
十
年
、
予
想
だ
に
し
な
か

㎜
っ
た
ほ
ど
に
発
展
を
と
げ
た
社
会
情
勢

㎜
と
と
も
に
、
立
派
に
成
長
さ
れ
た
集
団

｝

が
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
主
婦
一

の
パ
ー
ト
収
入
に
対
し
て
所
得
税
が
…

か
か
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

＜噌20歳を実感

　のひととき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　｝　　　一　　　一　　一　一　一
『一

30年ぶりの再会

疎
開
の
方
々
三
十
二
名
が
、
集
団
疎
開

三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
先
月
二
十
四

日
、
な
つ
か
し
い
山
川
の
あ
る
こ
の
地

を
訪
づ
れ
ま
し
た
。

　
思
い
出
多
い
学
ぴ
や
、
千
手
小
学
校

を
最
初
に
訪
問
、
昔
の
姿
そ
の
ま
ま
の

屋
体
や
旧
校
舎
を
め
ぐ
り
、
わ
ん
ぱ
く

ぶ
り
を
発
揮
し
た
三
十
年
前
に
思
い
を

は
せ
、
感
慨
深
そ
う
に
目
を
ほ
そ
め
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
世
話
に
な
っ
た

恩
返
え
し
に
と
、
同
校
に
黒
松
、
い
ち

善
男
、
善
女
が
勢
ぞ
ろ
い

軽
装
・

気
楽
な
成
人
式

　
旧
盆
の
十
五
日
、
恒
例
の
成
人
式
が

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
百
六
十
名
（
一
名
死
亡
）
の
成
人

者
の
う
ち
こ
の
日
の
出
席
者
は
、
男
七

十
九
名
、
女
六
十
二
名
の
計
百
四
十
一

名
、
暑
い
さ
か
り
の
成
人
式
と
あ
っ
て

だ
れ
も
が
軽
装
で
、
気
楽
な
式
典
風
景

　
ま
さ
に
次
代
を
に
な
う
善
男
善
女
が

勢
ぞ
ろ
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

　
成
人
を
代
表
し
て
平
野
久
代
さ
ん
が

決
意
も
新
た
に
誓
い
の
こ
と
ば
を
の
べ

た
の
ち
、
星
名
隆
之
君
、
中
村
玲
子
さ

ん
が
二
十
歳
の
記
録
を
発
表
。

　
新
潟
大
学
の
玉
井
教
授
の
「
成
人
に

期
待
す
る
も
の
」
と
題
し
て
の
意
義
あ

る
記
念
講
演
や
、
各
氏
の
お
祝
い
の
こ

と
ば
に
、
い
よ
い
よ
二
十
歳
を
実
感
、

希
望
に
満
ち
た
門
出
の
姿
が
伺
え
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
鍛
聯
蜘

難

難
、
薫
轄
、

葡
、

レ
ニ
十
歳
の
記
録
を
発
表
の

　
お
二
人

今もそのままなつかしの学びや

集団疎開児

お互いの無事、成長を祝福▼

よ
う
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
地
元
の
同
級
生
や
恩
師
が
待

ち
か
ま
え
る
総
合
セ
ン
タ
ー
に
移
り
、

な
ご
や
か
な
祝
宴
の
中
で
、
お
互
い
の

無
事
や
、
成
長
を
喜
ぴ
あ
い
、
旧
交
を

あ
た
た
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
一
行
は
、
当
時
の
宿
泊
所
だ
っ
た
栄

行
寺
に
再
ぴ
お
世
話
に
な
り
、
翌
日
は

観
音
様
、
松
屋
織
物
、
モ
ト
ク
ロ
ス
場

な
ど
を
見
て
歩
き
、
移
り
か
わ
っ
た
町

の
様
子
に
目
を
み
は
っ
て
い
ま
し
た
。

なつかしの学ぴや
千手小で



（4）第19う号（署灘暴昌鯛）しにわか報広昭和49年9月10日

秋の交通安全運動

～30日21日
の10日間

　特に歩行者、老人、子どもを交通

事故から守ることを重点にしていま

す。

　正しい交通ルールの実践と

事故防止の徹底を〃

今月5日をもって死亡事故ゼロ

700日を達成しました。引続いて死

亡事故ゼロ10∞日へちょう戦です。

事故のない楽しい町に、さあ再び

出発いたしましよう”

亡
く
な
ら
れ
た
母
タ
ツ
さ
ん
の
香
典
返

し
と
し
て
五
万
円
、
上
野
の
蔵
品
勲
さ

ん
か
ら
死
亡
さ
れ
た
父
善
治
さ
ん
の
香

典
返
し
と
し
て
二
万
円
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
社
会
福
祉
事
業
に

役
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
八
月
分
】

※
入
手
品

い
す
す
、
せ
ん
ば
、
タ
ガ
ネ
、
糸
車
、

ハ
タ
、
除
草
機

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

高
橋
春
雄
（
室
島
）
、
田
村
幸
二
郎
（

室
島
）
、
田
村
幸
栄
（
赤
谷
）

＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
幽
＝
繍
＝
＝
繭
＝
一
＝
＝
印
＝
働
＝
＝
＝

自
井
さ
ん
か
ら
ス
テ
レ
オ

式

∞∞”
羅
畷
凝
蕪
㎜

　
、
　
噺
　
亀
　
亀
　
鮎
　
し
　
儀
　
亀
　
も
　
魁
　
魁
　
覧
　
“
　
魅
　
覧
　
、
　
覧
　
、
　
覧
　
、
　
亀
　
亀
　
覧
　
亀
　
覧
　
も
　
亀
　
篭
　
、
　
、
　
庵

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ご
協
力
を
〃

　
　
　
ゆ
う
あ
い
号
が

　
　
　
来
ま
す

九
月
二
十
六
日

　
●
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

　
　
上
野
連
絡
所
前

　
●
午
後
一
時
～
二
時
三
十
分

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
前

九
月
二
十
七
日

　
●
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

　
　
橘
出
張
所
前

　
●
午
後
一
時
～
二
時
三
十
分

　
　
国
鉄
千
手
発
電
所

善
意
の
寄
附
相
次
ぐ

　
寺
尾
の
白
井
順
蔵
さ
ん
か
ら
千
手
保

育
園
に
、
ス
テ
レ
オ
装
置
一
式
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　
保
育
園
で
は
、
今
ま
で
使
用
し
て
い

た
も
の
が
こ
わ
れ
、
こ
の
贈
り
も
の
に

大
喜
ぴ
、
毎
日
の
遊
戯
に
重
宝
し
て
い

ま
す
。

　
仁
田
の
戸
田
専
治
さ
ん
か
ら
、
先
に

野
犬
、
放
し
飼
い
犬

　
　
の
一
掃
を
〃

σ◎

糠器
星
名
　
徹

水
落
美
代
子

関
口
茂
敏

小
林
郁
子

上
野

大
和
町
か
ら

木
落

北
海
道
か
ら

朧
＝
＝
臼
＝
＝
＝
＝
緬
＝
＝
＝
一
＝
＝
聞
＝
哺
＝
自
＝
＝
＝
＝
一
＝

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

・
、
講
魏

　
　
灘

　
　
騨難

　
　
　
　
…
難

・
覇
鰹

　
　
　
　
綴

　
　
　
　
牌
購
，

　
　
漁
　
暇
　
繋

　　　10月操業に向け
　　　　　　　　ただ今工事急ピツチ

　10月操業予定の株式会社大和伸管所は、仁
田地内で目下工場建設が急ピッチで進められ
ています。

1．収集日以外は絶対に出さないこと。

2．燃えるゴミと燃えないゴミを分けて出す
　こと。

3．残飯等は、中に紙くずなどを入れて必ず
　水切りして出すこと。

　以上のことを守らない町内については、収
集しない場合もあります。

南
雲
み
ゆ
き

高
橋
　
勉

星
名
寿
志

納
税
メ
モ

　
今
月
は
固
定
資
産
税
第
三
期
分

の
納
期
で
す
。

　
秋
の
と
り
入
れ
が
は
じ
ま
り
、

多
忙
な
時
期
と
な
り
ま
す
が
、
納

期
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
納
入
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
所
得
標
準
作
成
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
一
部

の
水
稲
に
つ
い
て
坪
刈
り
調
査
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
税
の
課
税
の
適
正
を
期
す
る
た

め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
九
月
は
、
野
犬
、
放
し
飼
い
犬
の
一

掃
月
間
で
す
。
こ
の
町
で
も
あ
い
か
わ

ら
ず
野
犬
、
放
し
飼
い
犬
の
事
故
や
苦

情
が
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
飼
育
管
理
の
徹
底
と
、
野
犬
の
補
獲

に
ご
協
力
を
1
。

　
ま
た
、
犬
を
運
動
さ
せ
る
場
合
は
、

他
人
の
家
屋
周
辺
に
ふ
ん
を
さ
せ
ぬ
よ

う
、
他
人
の
畑
作
物
な
ど
を
損
傷
さ
せ

ぬ
よ
う
、
特
に
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

十
月
十
日
、
節
黒
城
へ

ぞ
。

ゴミの出し方に注意を〃

　
来
月
は
町
民
税
の
第
三
期
分
の

納
期
で
す
。

寿ゆ直明由雅和
志勉き美美香美子

健則幸　　 久　 賢
一夫男潔潔清清樹

長二長二長長長二
男男女女女女女女
　　　下下新
木田木平平町木仁
　　　新新新
島中島田田田落田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
マ
ス

清
水
ミ
ャ

五
＋
川
吉
蔵

上
村
権
平

大
久
保
ナ
カ
エ

相
崎
キ
ヨ

中
村
昌
之

山
岸
貞
平

霜岩沖栄下沖寺高
　　　　平
條瀬立町新立尾倉
　　　　田

五四八四八八六八
一二三二一三〇〇

彫〉

　か
俳セ
壇レ

　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

田
も
畑
も
事
な
く
二
百
十
日
過
ぎ

稲
刈
り
の
明
日
に
せ
ま
り
し
髪
を
刈
る

枝
豆
が
母
の
里
か
ら
届
き
居
し

一
句
得
て
寝
れ
ば
虫
鳴
く
夜
な
り
け
り

い
か
だ
組
む
大
声
の
人
秋
の
川

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

に
ら
の
花
し
き
り
と
匂
う
残
暑
か
な

深
露
に
明
け
ゆ
く
朝
の
静
か
さ
よ

虫
の
音
に
歩
を
ゆ
る
め
つ
㌧
進
み
ゆ
く

モ
ン
ペ
イ
に
草
の
実
つ
け
て
野
良
帰
り

　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

夜
も
更
け
て
え
ん
ま
こ
お
ろ
ぎ
鳴
き
競
う

立
秋
や
秋
め
く
色
に
萩
す
す
き

孟
蘭
盆
の
岐
阜
提
灯
に
灯
と
も
し
て

r
ひ
　
　
　
　
巧




